
日
頃
よ
り
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
平
素
は
子
ど
も
会
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
、
こ
の
た
び
定
時
総
会
決
議
に
よ
り
、
前
会
長
佐

藤
博
之
様
の
後
任
と
し
て
、
令
和
七
年
五
月
か
ら
山
形
市
子
ど
も
会

育
成
連
合
会
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

子
ど
も
会
は
、
異
年
齢
の
子
ど
も
達
が
、
地
域
の
中
で
多
様
な
体

験
を
し
、
自
主
的
活
動
を
通
じ
て
社
会
性
、
知
的
能
力
、
情
操
、
体

力
、
創
造
性
な
ど
を
育
む
重
要
な
場
で
す
。
互
い
が
触
れ
合
い
、
体

験
を
共
有
し
な
け
れ
ば
、
活
動
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
そ
の
「
触
れ
合
い
」
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
ま
し

た
。
大
人
の
場
合
は
、
在
宅
ワ
ー
ク
や
ウ
ェ
ブ
会
議
な
ど
、
仕
事
や

生
活
の
ス
タ
イ
ル
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
で
コ
ロ
ナ
禍
を
切
り
抜
け
、

今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
何
も
か
も
以
前
の
交
流
ス
タ
イ
ル
に
戻
る
こ

と
は
も
う
な
い
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
会
活
動
も
、
コ
ロ
ナ
前
に
戻
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
方

向
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
子

ど
も
の
成
長
に
必
要
な
も
の
が
「
触
れ
合
い
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
社
会
の
中
で
、
ど
う
す
れ
ば
子
ど
も
達

に
「
地
域
の
中
で
の
触
れ
合
い
」
と
「
体
験
共
有
」
の
場
を
提
供
で

き
る
か
、
そ
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
会
は
、
私
た
ち
親
に
と
っ
て
も
子
育
て
の
悩
み
を
相
談
し

合
う
場
、
子
育
て
の
知
恵
を
授
か
る
場
、
生
活
の
情
報
を
交
換
す
る

場
に
な
り
ま
す
。
親
同
士
の
交
流
の
場
、
学
び
の
場
に
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
親
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
活
動
に
な
る
力
を
秘
め
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
子
ど
も
会
を
通
し
て
子
ど
も
達
が
地
域
の
大
人
た

ち
と
交
流
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
活
力
が
生
ま
れ
、
高
ま

り
ま
す
。
地
域
の
大
人
達
が
、
地
域
の
子
ど
も
達
に
関
心
を
持
つ
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
安
全
も
生
ま
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
顔
を
合
わ

せ
交
流
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
会
の
新
し
い
方
向
性
や
可
能
性
も
開

け
て
来
る
と
思
い
ま
す
。

諸
先
輩
方
や
会
員
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が
ら
、

会
長
職
を
務
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

山
形
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

会

長���

前

田

浩

一

５
月

令
和
７
年
度
定
期
総
会

育
成
功
労
者
表
彰
式
（
17
日
）

合
同
専
門
部
会
（
27
日
）

 
 

令
和
７
年
度
県
子
連
定
例
総
会

（
24
日
）

６
月

第
１
回
幹
事
会
（
14
日
）

第
１
回
常
任
委
員
会
（
23
日
）

７
月

県
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
26
～
27
日
）

８
月 

 

東
北
地
区
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

大
会
（
１
～
３
日
）

９
月

県
子
連
理
事
会

10
月 

 

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
・
秋
の
自
然

体
験
（
４
～
５
日
）

第
２
回
幹
事
会
（
21
日
）

 
 

安
全
啓
発
初
級
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

養
成
講
習
会

「
か
が
や
く
瞳
」
第
53
号
発
行

11
月 

 

東
北
地
区
子
ど
も
会
育
成
研
究

協
議
会
山
形
大
会
（
１
～
２
日)

 
 

山
形
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

夏
の
競
技
大
会

 
 （

第
９
回
か
け
っ
こ
リ
レ
ー
・

駅
伝
大
会
29
日
）

 
 

全
子
連
中
央
会
議
・
研
究
大
会

（
15
～
16
日
）

12
月

中
間
監
査
・
第
３
回
幹
事
会

１
月

第
２
回
常
任
委
員
会
・
新
年
会

県
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

２
月 

 

Ｋ
Ｔ
Ｙ
研
修
会
・
安
全
共
済
会
説
明
会

県
子
連
理
事
会

 
 

第
３
回
山
形
市
子
ど
も
会
モ

ル
ッ
ク
大
会
（
22
日
）

３
月

「
か
が
や
く
瞳
」
第
54
号
発
行

第
４
回
幹
事
会

４
月

期
末
監
査
・
第
３
回
常
任
委
員
会

事
業
内
容

事
業
内
容

令
和
７
年
度

　1 かがやく瞳（山形市子ども会育成連合会）

か
が
や
く
瞳

山
形
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
だ
よ
り

山
形
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
だ
よ
り
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今も記憶に残る、
子ども会活動での貴重な体験

　皆さんはじめまして。私は、４月に社会教育青少年課長となりました阿部宏と申します。
　はじめに、山形市子ども会育成連合会（市子連）の皆様におかれましては、日頃より、子ども
たちの健やかな成長につながる様々な活動に取り組んでおられることに、心より感謝を申し上げ
ます。
　また５月に勇退されました佐藤前会長には、長年にわたり子どもたちの健全育成、及び子ども
会活動の発展のために御尽力いただきましたことに、心からの敬意と労いを申し上げます。前田
新会長におかれましても、引き続き、よろしくお願いいたします。
　さて話は変わりますが、私は小学校高学年の頃、町内会の子ども会活動で夏休みに行った蔵王
への登山が今でも記憶に残っています。「あかつき登山」と言って真夜中（午前３時頃）にバス
で出発し、蔵王では夜明け前に登山を開始して山頂付近で日の出を見る、という活動でした。当
時は子どもも保護者も大勢参加して、大型バスは補助椅子まで使って満席でした。私は５・６年
の２回参加しましたが、１回は雨、もう１回も曇りで、綺麗な日の出は見られませんでした。そ
の後、みんなで下山して、温泉旅館の大広間で、おにぎりを食べたりジュースを飲んだりしてお
昼頃まで休憩を取りました。休憩時には、（保護者の発案で）子どもたちが全員の前で（強制的に）
１曲歌わせられました。でもこうしたことがきっかけで、クラスや学年の違う子たちとも自然に
仲良くなり、出発から帰りのバスが集合場所に到着するまで「ずっと楽しかった」という記憶だ
けが残りました。それから50年近く経った今も覚えているということは、当時の私には、とても
インパクトのある、貴重な体験だったのだと思います。保護者の方々に感謝ですね！
　私が子どもの頃に比べると、現在の子ども会活動は本当に大変だと思います。単に少子化とい
うことだけでなく、親御さんも様々な理由で、なかなか子ども会活動への参加が難しい、という
方が増えているのではないでしょうか。（かく言う私も、日々の生活に追われ、親としての子ど
も会活動への参加には極めて消極的でありました……）このような中にあっても、子どもたちの
ために懸命に取り組んでいただいている保護者の皆様方には、本当に頭の下がる思いです。市子
連、並びに保護者の皆様方、これからも、子どもたちの記憶にいつまでも残るような素晴らしい
活動を期待しております！

山形市教育委員会 社会教育青少年課長　阿部　　宏

山
形
市
子
ど
も
会

育
成
連
合
会【
総
会
報
告
】

【
総
会
報
告
】

日
時
：
令
和
七
年
五
月
十
七
日（
土
）

場
所
：
山
形
テ
ル
サ
大
会
議
室

令
和
七
年
度
山
形
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

の
総
会
を
五
月
十
七
日（
土
）、
山
形
テ
ル
サ
大

会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
方
々
を
代
表
し
、
山
形
市
長
佐
藤

孝
弘
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
令
和
六
年
度
の
事
業
報
告
お
よ

び
令
和
七
年
度
の
事
業
計
画
等
の
説
明
が
あ
り
、

議
案
に
つ
い
て
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
、
育
成
功
労
者
の
表
彰
が

あ
り
、
次
の
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
山
形
市
長
感
謝
状
】

・
山
形
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

会
長

佐
藤

博
之

【
令
和
六
年
度
功
労
者
の
部
（
三
名
）】

・
第
十
学
区

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
安
全
部

部
長

川
元
清
一
郎

・
出
羽
学
区

リ
ー
ダ
ー
研
修
部

部
長

長
内

幸
樹

・
南
沼
原
学
区

文
化
部部

長

亀
井

千
夏

【
幹
事
退
任
】

・
高
瀬
学
区　
　
　
　
　
　
　

土
田

隆
文

【
優
良
功
労
育
成
者
表
彰
】

・
鈴
川
学
区　
　
　
　
　
　
　

小
玉
健
太
郎

【
優
良
功
労
育
成
者
表
彰
（
団
体
の
部
）】

・
第
三
学
区
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

【
山
形
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
感
謝
状
】

・
山
形
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

会
長

佐
藤

博
之

かがやく瞳（山形市子ども会育成連合会）　2



令
和
七
年
度

山
形
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
常
任
委
員
名
簿

期
間

令
和
７
年
５
月
総
会
～
令
和
８
年
５
月
総
会
ま
で

会

長　
　

前
田

浩
一
（
南
沼
原
）

副
会
長　
　

小
笠
原
知
実
（
大
曽
根
）
齋
藤　
　

勲
（
第

五
）
安
達

恭
一
（
鈴

川
）

　
　
　
　
　

柴
田
専
太
郎
（
鈴

川
）
小
林

一
善
（

南

）
鹿
野

直
人
（
鈴

川
）

ブ
ロ
ッ
ク
長

中
央
北
部

安
喰

浩
之
（
第

四
）
中
央
南
部

齋
藤　
　

勲
（
第

五
）

東

部

鹿
野

直
人
（
鈴

川
）
北

部

遠
藤

政
幸
（
千

歳
）

西

部

松
田

勇
人
（
南
山
形
）
南

部

荒
木

崇
行
（
蔵
王
一
）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
安
全
部

部

長

安
喰

浩
之
（
第

四
）
副
部
長

遠
藤

政
幸
（
千

歳
）

　
　
　
　
　

菅
原

啓
史
（
第

九
）
日
下
部
陽
子
（
第

九
）
三
宅　
　

明
（
第

六
）

　
　
　
　
　

豊
川　
　

剛
（
第

六
）
川
元
清
一
郎
（
第

十
）
柴
田
専
太
郎
（
鈴

川
）

　
　
　
　
　

村
上

勝
彦
（
高

瀬
）
矢
萩

由
香
（
金

井
）
本
田

佳
実
（
桜

田
）

リ
ー
ダ
ー
研
修
部

部

長

松
田

勇
人
（
南
山
形
）
副
部
長

荒
木

崇
行
（
蔵
王
一
）

　
　
　
　
　

宇
野

泰
寛
（
第

三
）
岩
松

幹
夫
（
第

二
）
山
口　
　

真
（
第

二
）

　
　
　
　
　

前
田

英
樹
（
第

八
）
小
林

一
善
（

南

）
高
嶋

知
幸
（
楯

山
）

　
　
　
　
　

丹
野

俊
哉
（
大

郷
）
長
内

幸
樹
（
出

羽
）
園
田

直
子
（
南
沼
原
）

文
化
部

部

長

鹿
野

直
人
（
鈴

川
）
副
部
長

齋
藤　
　

勲
（
第

五
）

　
　
　
　
　

矢
作

尚
男
（
第

七
）
川
村

由
香
（

西

）
山
内

理
沙
（

南

）

　
　
　
　
　

原
谷

咲
子
（

南

）
平
田

紘
子
（

南

）
八
鍬　
　

卓
（

南

）

　
　
　
　
　

鈴
木

拓
也
（
東

沢
）
菅
野

寛
子
（

東

）
小
野

崇
文
（
宮

浦
）

　
　
　
　
　

亀
井

千
夏
（
南
沼
原
）

事
務
局
（
幹

事
）

幹
事
長

伊
藤

健
二
（
第

九
）

正
庶
務

宇
野

泰
寛
（
第

三
）

副
庶
務

前
田

英
樹
（
第

八
）
狩
野

正
昭
（
鈴

川
）

正
会
計

菅
野

寛
子
（

東

）

副
会
計

本
田

佳
実
（
桜

田
）

正
表
彰･

会
場

小
野

崇
文
（
宮

浦
）

副
表
彰･

会
場

木
村

秀
喜
（
出

羽
）

監

事

川
村

由
香
（

西

）
村
上

勝
彦
（
高

瀬
）
矢
萩

由
香
（
金

井
）

令和７年度　各学区の主な活動予定
各学区の主な活動状況を掲載しました。

詳細につきましては各学区の子ども会にお問い合わせください。

第 三 ゴミ拾い、スケートorモルック
第 七 モルック大会２回
第 九 ボルダリング、ボウリング、菓子作り体験、かまくらキャンドル
西 町内会：夏・秋祭り、ダンス、太鼓

第 二 陶芸教室、ラジオ体操、子ども御輿、花笠まつり参加、ボールゲーム、バーべキュー
第 五 ふるさと秋祭り（山大生協力）→10月18日13～16時 第五小学校
第 六 だがしや楽校、だるまさんが転んだ（５月25日実施）
第 八 馬見ヶ崎川でのマスつかみ取り、陶芸教室
南 ドッチボール、モルック、スケート

鈴 川 モルック体験会、鈴川祭り出店
東 一年生歓迎会、ラジオ体操、夏祭り、子ども御輿

楯 山 プール、ラジオ体操、草刈、ゴミ拾い、盆踊り、地区運動会、子ども御輿、文化祭、ソフトバレー
高 瀬 モルック体験会、べにばな祭り出店
千 歳 ゴミ拾い、文化祭
出 羽 モルック、文化祭出店、ゴミ拾い＋お菓子すくい
大 郷 ドッチボール、文化祭
宮 浦 御輿、ボウリング
南山形 モルック体験会
南沼原 芋煮会、御輿
蔵王一 モルック体験会、御輿
桜 田 御輿、ラジオ体操、盆踊り、レクリエーション、歓送迎会
山 寺 御輿、文化祭出店、こけし雪だるまコンテスト
金 井 ラジオ体操、作品展、ふれあい広場

　3 かがやく瞳（山形市子ども会育成連合会）



山形イブニングロータリークラブ様より

「モルック」「横断幕」贈呈式

スポーツ大会

　「かがやく瞳第53号」をご覧いただきありがとうございます。
　現組織と今年度の行事等ご紹介させていただきました。今後行われる
行事の取材を通して、頑張る子どもたちの、たくさんの笑顔あふれる姿
を見ることができるようになればと思います。また、かがやく瞳を通し
て子ども会育成連合会の活動を知っていただければ幸いです。今回ご協
力いただきました皆様に心より感謝申し上げます。

文化部長　鹿野　直人

会長 前田浩一（南沼原）・副会長 安達恭一（鈴川）・部長 鹿野直人（鈴川）・副部長 齋藤　勲（第五）
小野崇文（宮浦）

編集後記

編集委員

　９月１日（月）山形イブニングロータリークラブ様（浦山　一豊 会長）の例会におきまして、
モルック５セットと、レク部行事で掲出する横断幕を贈呈いただきました。
　御礼の言葉として、前田会長より、これまでに贈呈いただいたモルックは市内各地区の子ど
も会や地域行事に貸し出され、各地で大会が盛んに行われていることや、昨年度開催された市
子連のモルック大会は参加小学生100名という、とても大きな規模で開催されたことなどを報
告しました。
　またモルックの簡単なルール説明も行い、山形イブニングロータリークラブ会員の皆様にも、
更に興味をもっていただきました。

　山形イブニングロータリークラブ様の温
かいご支援に感謝し、大事に活用させてい
ただきます。大変ありがとうございました。

　今回贈呈いただいたものを含め市子連で所有し
ているモルックは20セットとなりました。
　山形市内の学区連合会、単位子ども会、PTA
などにも無料で貸し出していますので、各学区代
表者を通してお気軽にお問い合わせください。

「モルック」無料貸出します

（写真右 浦山会長、左 前田会長）

かがやく瞳（山形市子ども会育成連合会）　4




